
第1学年特別活動指導案
日 時  平 成15年 9月 2日 (火)5校 時

学 級  胆 沢町立南都田中学校 1年 B組

男子 15名  女 子 11名  計 26名

層導警 録T畢
立宅型甲守居窪 七異昇禅勢

室
情報教育指導員 高 穏  克 伸

1,題 材名     「 働く人マの仕事と考え」

2,題 材について

〔題材観〕

中学校の発達段階においと、第1学年のこの時期は、自分の周囲や社会現象に関心を持ち始め、

自己の将来についても具体的に考え始める時期である。そこで将来への展望を持々 せ、学ぶことの

憂麗置晃摺雪宅盟示需岳貫畳暑岳とをす:言導垂曽意欲を喚起させたい
と考えといる。学ぶ―機会は

のこの時期に、目標を持つて生きていくことの喜

びと大切さを理坪させることはヽ 将来設計をぉして準特率評を再め李せる起点となるoつっっ9葦
た、将来に夢と希望を持たせ、中学生としての指針と展望を与えることによつて、今後の生活の在

り方についても考えさせることができると考えられる。       _
をのため、実際に身近な人々から、仕事の内蓉や、働く喜び ,苦労について聞き、仕事に対する

考え方を知ることは、まりよい職業観や勤労観を育むのに適している。

〔生徒観〕        |

落ち着いゃ牛若Qできる牛各たちであり、こ酔香軍豊援聖露置署橿猪早
」:▼鴛震爆朝密書と呂層雪部活動などを通して、先輩の活動を見聞きじなが

の手による 「仙台自主研修」を成功に収めたところである。入学当初はおとなしく、学級の係活動

も慰うように進まなかつたが、次第に呼びかけや点検活勤もすすめられるようになり、1学 期最後

の
進麓に冨香冨塁番ぼ『墨黙E言岳習嵩e撃圭琶ぢ念塁霊霊曇釜摺|:し擢番累轡軽密百言塁子苗定

期テストヘの取り組みを通して望ましい学習習慣を身につけようとしているとこうである。職業に

ついては、家族などの身近な人の職業に興味を持ち、自分もそうなりたいと考えている生徒ガ多い。

しかしそれ|ま、職業の多様性や職業の3要素、望ましい職業観に立つたものではなく、自己の興味
・関心や身近な人々の職業であるから、という理由が多く、どんな職業に就きたいか著えていない

生徒の割合が最も多い。

〔生徒の見方 ・
考え方を生かした指導〕  ′

ゃ自分の指来への興味や関心が落とるよう1となちこれまでの、学習を通して、進路学習の重要性

てきた。また、職業の多様性や自分の適性について気づき始めている。しかし、将来自分がどんな

職業に就いて、どんな働き方をしようと思うのかについては充分|と老えておらす、品業の逮浜|とあ

たつては、「収入Jや F個性を生かせるもの」が基準になりそうだ、とはわかるものの、「社会ヘ

の貢献」や 「社会的な分業」に対する考えは、まだない。そこで、身近な人から職業に対する話を

うかがい、働くことへの興味 '関心をさらに高め、職業選択能力の育成や職業観 ・勤労観の形成に

役立てたい。そして、将来の夢を持つことの意義を理解し、その実現のために今やらなければなら

ないこと、さらに知りたいことや心がけたいことについて考え、実践しようとする意欲を持たせた

い。
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3,題 材目標

○将来の夢を持つことの意義を理解させ、将来の進路に対する興味・関心を高めさせる。

①職業や進路の多様性に気つかせ(自分の将来を展望し、将来設計を立てさせることにより、進

。鑑窒警察星芳岳署最格続業観・勤労観の形成のための基礎を身につけさせる。

①将来の夢を実現させるために、今やらなければならないことについて者え、実践する意欲を高
めさせる。

4,指 導計画

学習内容 学 習 活 動 時間 評価の方法

中学生活の心構え

と目標

将来の希望  ′

・働く人の姿

・働く人々の仕事と

考え

,進路講話会

・自分を知る

,進路計画の必要性

・進路計画の立てお

・自分の進路計画

○中学生活について知り、意欲と希望を持つて

自己の自標を立てる

〇自分のよさや興味 ・関心と、将来の夢や希望

を照らし合わせる

「中学生のための世の中仕事カタログ」

(http//M―.yonokata.コel)

①身近な人から職業について学ぶ

Oよサ=1捧幸車|ち,▼義略う …

〇地域の方の生き方についてお話を聞<

(講師 :岩蜘夫追とん)       |

O自 分の適性、興味 ・関心をはつきりさせる

○将来への希望と見通じを持つた進路計画の必

要性について学ぶ

〇進路計画の立て方について知る

O進 路計画書を作成する

1

1

1

2

E本時〕

2 / 2

1

作文

目標設定と理由

アツケート

発表

インタビユー

意見交流

感想文

調査、

自他の評価

進路計画書

進路計画書

進路計画書
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0,本 時の指導

(1)ね らい

○人はlDUのために働くかについて考え、職業の3要 素について考えを深めさせる。

(2)指 導過程

(3)本 時の指導における評価

○職業の3要 素について考えを深めることができたか。

寧習の流れ
生徒の見方や考え方を生かした授業展開

「課題設定」「学び方J「自己評価」への指導

点

価

意留

評

導

入

　

８

分

前時の学習

内容の確認

2,学 習課題の

設定

○働く人の姿から学ぶために、夏休み中に行つたインタ

ビユーの報告をする。(パワーポイントを使用)

①人は何のために働くか、職業の3要 素に沿つて考える。

【課題設定a-1】

◆前□のアンケー

トで人気の高か

つた職業

□課題把握できた

か

人は何のために働くのかを考えよう
r脱ぃ世 /rhら 面謹キ rつ―、′、フ宅堪 号 充 ミ卯 力ヽ トニミヽ

展

開

30

分

3,学 習課題の

見通じ

4,課 題の追求

5,学 習課題の

解決

～

◆それぞれの立場

の代表者ガ考え

を述べる

0正 当性を競うの

ではなく立場を

持つて意見を述

べ合う

□話し合いの中で

他から学び考え

を深めることが

できたか  ・

0職 業の3要素 (「経済性」・「社会性」。「個人性」)から、

人が働くことについてそれぞれの立場から考えを述ベ

る。

○それぞれの立場で、互いの者えに対し意見を述べ、考

えを深める。           【 学び方b-3】

○話し合いを通じて、自分の考えをまとめ発表する。
・立場を離れて、話し含いの中から職業3要 素について

考えたことをまとめる。

終

末

　

１２

分

学習のまと６

め

O自 己評価する。(認知的方略による自己評価)
・学習前に言いた自分の者えと、「学習の流れ 5」でき

いた自分の考えとを比較じ感想を書く。

【評価c-3】

①次時の予告
,9月 8日 に行われる 「進路議話会」の予告をし、進学

や職業に関することだけが進路学習ではなく、広く「生

き方」について学ぶものであることを知らせる。

●進路学習プリン

ト③

◆講師は

岩渕大起さん
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ミックスフ|け―ツジユース
わたL/1まどんなひと?

組 蕃

氏名

(長所)は 、どんなところですか?

2,あ なたが将来就きたい職業はどんなものですか。

3,ど うしてその職業を選んだのですか古(どうして決まうといないのですか。)

30     35

仕事をするのに必要なことは何だと思いますか。

45 50

長

生

き

，
」
‐
‥ャ」
，
‐
】ｒ
・

4,将 来設計の年表を書いてみましよう。
20    25

6,ど んなミックスフルーツジユースができあがりましたか

☆あなたはどんなひと?

☆どんな仕事が向いている?

4,ミ ックスフルーツジユースの感想をきいてみましよう。
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進路学習プリント② 【夏休秒特属」編一聞き書きメッセージ2003】

身近な人から職業について学ぼう

組 番 氏 名

【お話を聞いて感想をまとめましよう】

‐5‐

お話を聞かせてくれた方 わたしとの関係

勤め先と仕事

仕事の内容

その仕事を選んだ理由

その仕事に就くまでの道のり

仕事をしていて苦労していること

仕事をしていてうれしいこと

その仕事をするのに必要なこと

①資格や免許

②学歴

③適性

④興味や関心

⑤その他

仕事を選ぶときの条件 収入 社 会貢献
その他 (

興味 ・関心 適 性 生 きがい
)

仕事をするのに必要なこと

学力 学 歴 資 格や免許 責 任感 積 極性 明 るさ

協調性 チ ームワーク 興味 ・関心 独 創性 想 像カ

ひらめき がまん強さ 社 交性 優 じさ 思 いやり

ねばり強さ 意 欲 チ ヤレンジ精神

その他 (                Ⅲ

蟹蕎各博ど禄母ほど置
生として

中学生にメリセージ

ご協力ありがとうございました |



進路学習②の2

身近な人から学んだことをみんなに報告じよう 1

組 番  氏 名

①仕事をしていてうれしいこと,苦労してしヽること

②仕事を選ぶ条件は

③仕事をするのに必要なことは

④アドバイス

⑤自分の感想

③人はどうして働くのだと思いますか。(あなたの考え)
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…
進路学習プリント③

人は何のために働くのだろう __狙___番氏名

人は何のために働くのでしょう。

①

3つ書いてみましょう。

ため

それは                    だ から

ため

それは                    だ から

ため

それは                    だ から

◇上の二つを比べて、感想を書きましょう。

蛇
Ｏ

何のために働くのでしょう。3つ書いてみましょう。

た め

それは                    だ から

た め

それは                    だ から

た め

それは                    だ から
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進路学習プリント④

を話し合おうメくtま イ可 αン生 授うに 権勤<α ジご 電す う

組 警 氏 名

◇わたレのインタピユーL/た さんは

を考えて仕事を選んだ、と話L/てくれた。

のため !

◇わたし自身は

ので、人は働くのだと思う。
☆つまり、人が働くのは

◆ 同 じ 考 え の み ん な と 話 じ 含 つ て み ま し た

★話し含い★まつ→立IMO☆

Eま と め コ

‐8‐



(資料)本 校の研究に関わる内容について

( 1 )共通実践項目
系統的な教材の中に課題を見つけだし問題解決的な学習をさせ、生徒の興味 。関心を生かし、

自主的、自発的な学習が促されるような学習にするために、本校では学習過程の中に (a)【学
習課題】の設定、(b)【学び方】体得場面の設定、(c)【評価】場面の設定を位置づけ計画
的 。継続的に指導していくことによつて、学習に目的意識を持ち、自らすすんで実践する生徒
の育成ができると考え、取り組んでいる。

ａ
ｌ

２

３

〔学習課題〕の設定
既習事項、または興味関心や必要感に訴える課題を設定する
単元全体の学習計画から、教材の特性や数師の驚図により課題を設定する
数材に関わる構報を収集し、課題を設定する

Ｄ
ｌ
２

‐３
４

幹
〔学び方〕体得場面の設定
課題に対して解決方法の見通しを立てる場面を設定する
自力解決場面を設定する
学び合い場面を設定する
定着 。反応場面を設定する

＞

１

２

３

Ｃ 〔惑叡署翼ち宅緊伊く学習に臨んだかを自己評価させる
自主学習の成果を表現する活動を通して自己評価させる
本時の課題を解決し、価値把握できたかを自己評価させる

(2)自 己評価の工夫

くこれまでの自己評価の問題点》

①単なる振り返り
②情意面ガ中心
③自己の変容が不可視的
④単なる記録に終始
⑤学習による変容が具体的内容と無関係
⑥教科嫌いにつながる傾向

教材内容に対する自分の
見方 ・考え方の変容 に気づ
か=せ自分の弱長に対する実
感を持たせる自己評価

上

捗

記知的売路とは、学習着が自分自身で学題目標や課題を明礎化 したり、学習内容を熱
著し一般化する、別の著えを受け入れる、 不 適切な知識や考え方を修正するなどの活動を
通して、新たな学 習目標を設定する能力をいう。           ′

認知的方略は 「自己の認知過程についての知識」と 「自己の認知過程を制御する過程」か
ら構成されており、前者は 「自己評価」によりその実館を把握できる|  ■ ■

「自己の認知過程についての知識」は 「自己の能力についての知識」、F問題把握に必要
となる知識」などから構崩されているので、それを自己評価することが認知的方略の実態を
把握することにつながつてくる。

フ  (山 梨大学教育人間科学部教授.掘 哲夫氏による)
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①定式化した調査問題を用いる方法
学習前の知識や者えを調べる問題と学習後の知識や著えを調べる問題を学習着自身が比
較して、何がどのように、また、なぜ知識や考えが変わつたのかを自由にきく。

認知的お略による自己評価の方法

②コンセブトマップによる方法
学習前に書いたコンセプトマップと学習後に警いたコンセプトマップを比較じこ何が

どのように、またなぜコンセプトマップが変わつたかを学習者が自由に書<。

③文章の分析による方法
キーワードを与えてそれに関係する文章を自由に書かせ、その内容を分析 レ子供の既有
の知識や考えを知る。

④感想文による方法
学習前後に自由に善いた感想を比較して
なあ」と思わたことを書く。

「おもしろいなあ」「応、しぎだなあ」「変わつた

認知!的方略による自己評価の基本形

3 分析する!方
法

と,

翻 ・と学習前の知識や考えを調べる問題
・コンセプトマツプ ・感穏文など

学習後の知識や考えを調べる問題
・コンセプトマップ ・感想文など

学習前・後を比較して、何が、どのように、また、なぜ知識や考えオ変わつたのかを自由に彗く

①文章記入数の変化

文章分析法できが世だ文章を、学習前 ・学習後の文韓記入数の変化を調べる。

②生徒が自己評価した内容の分類

(認知面)b記 入数を基にした内容
|| ・ 学習後の文章を基にした内容

。学習前後の文章を基にした内容

(情意面)i感緊智桑フ暑僚雪喬き
ているP容

'その他

キーワー ドを使つて文章をきかせたときの、文章中に見られる教科書の内容項目による類型
を分類、分析する。
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共通実践項目と自己評価をすえた教科指導の流れ
学習0段階共通実践項目 指 導 の 手 だ て 生徒の活動

|

|

【課題設宇】

a‐2

a - 2

a-3

【学び方 】

b‐ユ  b-2

b‐3 b-4

C

〔      学 習内容に藁酷 !Bgふ を強 ってぃるこ_|      )

に      学 習内彗豊体の揺意あs克ぇtぃ ること      〕

〔   螺 題解決の基本的な方叢 〔学び子)を 細つていること   〕

t 鶴 題解換 したときに得 られる組由な快態を経験 してぃること  〕

t         自 己評価力を育成すること    !手     〕

‐
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